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有妍祁，,ji率％） 25.51 16 57 1090 
恕桑単位体積重墨g/cmり 1.73 196 212 
v叩 471.10 26148 19646 
単位体積あたりの v, 298.56 17865 18.19 
ra'l紺材知rrm3/cmり V2 158.31 74.21 166.19 
V3 14.05 833 11.89 
真 g/cmり 266 260 263 
r~ 咽餌妥％） 34.7 24.9 194 
引弼鋲恥区/cmり 14.6 230 54.5 
vsum= v,+ v,+ v,
V, V2, V3 直径 d,d, d3における間隙体積










MgS04 (25.5 g) , Na2S04 (16.0 g) , NaCl 




































し，乾燥炉中で， 50℃ で 2 日間乾燥させた．
5)乾燥後，重量を測定し，写真を撮影した．


















3500日△ MgSO, △ MgSO, ▲ MgSO, c9 
口Na2S04 口Na2S04 • Na2S04 c9 <P cs:!' 
0 NaCl 0 NaCl ● NaCl -/ 函ヽ 3 0 0 0 ◇ CaS04 ◇ CaS04 • CaS04 炉゜：ン








































































P (MPa) Pc (MPa) WSI 
シモレン MgS04 1003 32 98 22.98 
Na,S04 44 50 146.26 101.94 
NaCl 2410 79 19 55.19 
CaS04 118 3 88 2 71 
赤レンガ MgS04 10 03 17.60 7 82 
Ni3:1S04 44 50 78.05 34.69 
NaCl 2410 42.26 18 79 
CaS04 118 2 07 0 92 
白レンガ MgS04 10.03 28 79 5 39 
Na,S04 44 50 127 70 23.91 
NaCl 24 10 69 14 12 95 


















析出すると考えられる. Rodriguez-Navarro and 
Doehne (1999)は実験結果から NaClの結晶は
溶液と空気の界面で析出すると述べており，こ
の考えと調和的である. Na2S04 とMgS04 との
塩はレンガの表面でも析出するが， レンガ内部
の間隙内でも析出しやすいのではないだろうか．
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この式において P は結晶圧， R は気体定数
(8.31 J moP K-1) , Tは温度 (K), Vcは固
体塩のモル体積 (cm3moP) , Cは実際に結晶
化したときの塩溶液の濃度， G は飽和溶液のi農
度である. Csには本実験で用いた 20℃ の飽
和溶液のi農度である. 50℃ まで飽和溶液の温
度が上昇するとき， 20℃ から 50℃ までの問
における飽和溶液濃度の最大値を超えた濃度に
なれば析出が起こるので， C には 20℃ から
50℃ までの間における飽和溶液濃度の最大値
を用いた. Fitzner and Snethlage (1982)や，







た．間隙径の分類は，大 (dz> 10°5μm) , 中
(100.sμm >必>10・05μm) , 小（山く 10-05
μm) としそれぞれの間隙径をもつ間隙の体













ている（例えば Wellmanand Wilson, 1968) . 
(2)式での結品圧 R と引張強度 S1の比を易風化
指標 WSI(weathering susceptib山tyindex: 







Pcと Scの値（表 1) から式(3)で計算された
WSIの値をまとめて表 2に示した．
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